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SAS言語ではさまざまな記号が使われます。中でも、ステートメントの終りを示すためのセミコロン、語句を区切るためのコンマ、文字列を囲うための

クォーテーションはSASプログラムに不可欠な記号であり、それらの意味・機能はよくご存知だと思います。一方で、コロン（:）の機能について知って

いる方は非常に少ないように思います。事実、弊社テクニカルサポートへ送られてくるSASプログラムの中でもコロンを見かけることは殆どありません。

また、弊社トレーニング、マニュアルの中でもコロンに特化した記述はありません。では、SASプログラムにおけるコロンとはどういうものなのでしょうか。

Cologne
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データの抽出を行うとき、先頭の一部分しか分からない場合、通常は

SUBSTR関数やKSUBSTR関数を用います。このような場合、コロンに

よる前方一致を用いることで、語句の先頭が一致する文字列だけを

処理することができます。例えば「ソフト」という語句に前方一致する

文字列を抽出する処理を選択した場合「ソフト」「ソフトウェア」「ソフト

クリーム」などがヒットします。

コロンによる前方一致は、文字列の他に、変数名、データセット名、

フォーマットなどに対しても適用可能です。また、前方一致に合わせて

命名規則を工夫することで、プログラムの効率を上げることができ

ます。以下、6つの具体例をご紹介します。

1.1 演算子として
コロンを演算子として使うと、変数var1の値が「日本」から始まるオブザ

ベーションを選択するというようなプログラムを効率的に作成できます。

例えば、変数var1に格納されている値の初めの2文字を抽出して、その

文字列が「東京」であれば処理を行う場合、KSUBSTR関数では次の

ような記述となります。

SAS言語においてコロンが持つ意味・機能を一概に説明することが

できません。なぜならば、コロンはさまざまなステートメントの中で使用

することが可能で、それぞれの場合において意味・機能が異なるため

です。では、実際にこのコロンにはどのような機能があるのか？ この

コロンはどのように使うと便利なのか？をご説明いたします。

コロンには以下のような機能があります。

・前方一致

・フォーマットモディファイヤ

・マクロ変数の作成

・SASログのキーワード強調

・ラベルの指定

・引数の指定（SAS/AF）

・配列の上限と下限の指定

何だか謎めいた雰囲気を持つ記号ではありますが、その謎を解き明か

す価値はあります。コロンの機能を理解し、プログラミングに活かせば、

他の記号では行うことができない特殊な処理の実現や、プログラムの

可読性アップを図ることができるためです。

本特集では、コロンの機能のうち特に利便性が高いものを3つ選び、

それぞれサンプルプログラムを交えてご紹介します。

1.前方一致

2.フォーマットモディファイヤ

3.マクロ変数の生成

1前方一致

特集

意外と知らない！？
コロンの活用術をご紹介
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例　KSUBSTR関数を使った前方一致

例　コロンを使った前方一致

例　KSUBSTR関数を使った複数前方一致

例　コロンを使った複数前方一致

1.2 一時変数の一括削除

例　変数の削除

DATA sample1a;

  INPUT var1 $ 16.;

  IF KSUBSTR(var1,1,2)='東京'
    THEN include=1;          /* 東京に前方一致する場合 */
    ELSE include=0;

CARDS;

東京都
東京特許許可局
東京スカイツリー
大阪駅
米国本社
;

RUN;

DATA sample1b;

  INPUT var1 $ 16.;

  IF var1= :'東京'
    THEN include=1;          /* 東京に前方一致する場合 */
    ELSE include=0;

CARDS;

東京都
東京特許許可局
東京スカイツリー
大阪駅
米国本社
;

RUN;

DATA sample2a;

  pi=3.14;

  e=2.71;

  c=0.577;

  result=pi*e*c;

  DROP pi e c;                     /* 一時変数の削除 */
RUN;

DATA sample1c;

  INPUT var1 $16.;

                    /* 東京もしくは大阪に前方一致する場合 */
  IF KSUBSTR(var1,1,2)='東京' or KSUBSTR(var1,1,2)='大阪' 
    THEN include=1;

    ELSE include=0;

CARDS;

東京都
東京特許許可局
東京スカイツリー
大阪駅
米国本社
;

RUN;

DATA sample1d;

  INPUT var1 $16.;

  IF var1 IN : ('東京','大阪')  /* 東京もしくは大阪に前方一致する場合 */

    THEN include=1;

    ELSE include=0;

CARDS;

東京都
東京特許許可局
東京スカイツリー
大阪駅
米国本社
;

RUN;
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1.4 変数の一括フォーマット/インフォーマット

例　変数のフォーマット/インフォーマット

例　コロンを使った変数の一括フォーマット/インフォーマット

例　コロンを使った変数の一括削除

1.3 データセットの一括削除

例　コロンを使ったデータセットの一括削除
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%MACRO sample3;

  DATA _test1 _test2 _test3 remain; /* 4つのデータセットを作成 */
    SET sashelp.class;

  RUN;

  PROC DATASETS LIBRARY=work;

    DELETE _ : ;  /* アンダースコアから始まるデータセットを一括削除 */          

  QUIT;

%MEND sample3;

%sample3;

DATA sample4b;

  INPUT datebirth datestart dateend;

  INFORMAT date : DATE.    /* インフォーマットの一括適用 */
  FORMAT date: MMDDYY9.;      /* フォーマットの一括適用 */
CARDS;

21MAR1980 01JAN2000 05JAN2010

01FEB1984 01JAN2000 01FEB2004

12JAN1991 01JAN2000 23DEC2002

22APR1983 01JAN2000 11DEC2009

;

RUN;

DATA sample4a;

  INPUT birthdate startdate enddate;

  INFORMAT birthdate startdate enddate DATE.;  /* インフォーマットの適用 */

  FORMAT birthdate startdate enddate MMDDYY9.;    /* フォーマットの適用 */

CARDS;

21MAR1980 01JAN2000 05JAN2010

01FEB1984 01JAN2000 01FEB2004

12JAN1991 01JAN2000 23DEC2002

22APR1983 01JAN2000 11DEC2009

;

RUN;

DATA sample2b;

  tmppi=3.14;

  tmpe=2.71;

  tmpc=0.577;

  result=tmppi*tmpe*tmpc;

  DROP tmp : ;                   /* 一時変数の一括削除 */
RUN;
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例　割引を適用後の合計購入額を計算

1.5 要素が未知数である配列の扱い

例　元のデータ

例　求める結果

例　データセットの作成および転置
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DATA sample5a;

  INPUT id $5. price;

CARDS;

00001 100

00001 50

00002 200

00003 100

00003 200

00003 150

;

RUN;

PROC TRANSPOSE DATA=sample5a OUT=sample5b;

  BY id;

  VAR price;

RUN;

DATA sample5a;

  INPUT id $5. price;

CARDS;

00001 100

00001 50

00002 200

00003 100

00003 200

00003 150

;

RUN;

PROC TRANSPOSE DATA=sample5a OUT=sample5b;

  BY id;

  VAR price;

RUN;

DATA sample5c;

  SET sample5b;

  BY id;

  ARRAY col{*} col : ;               /* アイテム数不明 */
  IF first.id

    THEN total=0;

  DO i=1 TO DIM(col);

    IF col(i) >= 100

      THEN col(i)=col(i)*0.9;              /* 割引 */
    total+col(i);

  END;

  DROP i;

RUN;
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1.6 その他の応用

例　コロンを使ったBY変数の一括指定

例　フォーマットモディファイヤを使わないデータ読み込み

3マクロ変数の生成

DATA sample7a;            /*  */

  INPUT word $11. number; /*  */

CARDS;

observation 11

colon 5

underscore 10

;

RUN;

PROC SQL;

SELECT  INTO :  [SEPARATED BY ]

FROM ;

QUIT;

DATA sample7b;                     /*  */

  INPUT word : $11. number;  /*  */

CARDS;

observation 11

colon 5

underscore 10

;

RUN;

例　読み込みエラーのログ

例　フォーマットモディファイヤを使ったデータ読み込み

例　INTO句の構文

2フォーマットモディファイヤ
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DATA sample6b;

  INPUT skid skname $ gender $ country $;  /* 接頭SKを付与する */
CARDS;

1 JOHN M USA

4 MIKE M USA

3 YAMADA F JPN

2 SUSAN F ENG

5 JULIA F SPA

;

RUN;

PROC SORT DATA=sample6b;

  BY sk : ;                 /* 前方一致により変数を指定 */
RUN;
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［参考資料］

1. Colonoscopy for the SAS® Programmer, Haiping Luo

http://www2.sas.com/proceedings/sugi29/054-29.pdf

2. That Mysterious Colon (:), William C. Murphy

http://www2.sas.com/proceedings/sugi26/p073-26.pdf

3. Base SAS® 9.2 Procedures Guide - SELECT Statement

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/proc/618

95/HTML/default/a002473678.htm

4. SAS® 9.2 Language Reference: Dictionary, Third Edition - 

INPUT Statement, List

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/lrdict/63

026/HTML/default/a000144370.htm#a000144378

5. SAS® 9.2 Language Reference: Concepts, Second Edition 

- SAS Operators in Expressions

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/lrcon/62

955/HTML/default/a000780367.htm#a000695002

6. SAS® 9.2 Language Reference: Concepts, Second Edition 

- Data Set Lists

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/lrcon/62

955/HTML/default/viewer.htm#/documentation/cdl/en/

lrcon/62955/HTML/default/a003040446.htm

DATA sample8a;                   

  INPUT id : $5.;                /* id  */

CARDS;

00001

00003

00005

;

RUN;

PROC SQL NOPRINT;

                   /* idkey  */

  SELECT QUOTE(id) INTO : idkey SEPARATED BY ',' 

    FROM sample8a;

QUIT;

DATA sample8b;

  INPUT id : $5. student : $10.;

  IF id IN (&idkey);  /* idkey  */

CARDS;

00001 TANAKA

00002 SUZUKI

00003 SATO

00004 YAMADA

00005 NAKAMURA

;

run;

複数の変数値をマクロ変数に格納

IN演算子でのマクロ変数の展開

例　マクロ変数を使ったID検索

4おわりに

AUTUMN 2010 [特集] Mysterious Colon

データセットの（変数の）値 マクロ変数の値

マクロ変数展開前 マクロ変数展開後
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SASアカデミック・ニュース
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ExcelデータをEGに取り込む

事例紹介
高柳  良太

國學院大學  経済学部および人間総合科学大学  人間科学部  兼任講師

コラム
「SAS四方山話」

事例紹介

第2章 ExcelデータとSASの連携

AUTUMN 2010
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１行目が変数名

・行方向がケース、列方向が変数

・１行目を変数名にする

・１セルに１つのデータ

AUTUMN 2010

Excelデータの形式

行列方向の指定
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データの編集
ケースの追加（行方向のデータを増やしたい）

AUTUMN 2010

１セル１データ
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変数の結合  クエリビルダの使用 計算した変数の追加

作成した変数のエクスポート
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どのようにHelpを利用するのか

一度検索したProcedureに

関しては、そのFront Pageをお気に入り

登録しておくことをお勧めします。

比較的

単純と思われるProcedureほど調べる

ことが多いように思えます。

オプ

ションの付与の仕方や順番はもちろんの

こと、（筆者の場合は）スラッシュやセミコ

ロンの位置までも確認が必要になることも

あります。

つい最近まで

参考までにby～weightまで

はどの順番で記載しても構いませんが、

セミコロンの有無やスラッシュの位置には

是非ともご注意願います。

（個人的には、この

表からDetailsの各項目にリンクが張られ

ていれば非常に嬉しいと思っております）

コラム「SAS四方山話」
大橋　渉

千葉大学医学部疾患プロテオミクス寄附研究部門　データベース・インフォマティクス担当
ヤンセンファーマ株式会社　研究開発本部　臨床統計部　統計解析グループ　マネージャー　医学博士

第11回 身近な教材でSASを学ぶ ～ヘルプの使い方（2）～

AUTUMN 2010

お気に入りの活用

Syntax（文法）

data male; set data1; if sex=1; run;

data female; set data1; if sex=2; run;

proc freq data=male; tables col1*col2; run;

proc freq data=female; tables col1*col2; run;

proc freq data=data1; 

by sex;

 tables col1*col2;

run;
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全ての項目につ

いて、是非とも一度は実行してみることを

お勧めいたします。

プログラミング以外

は認めないという姿勢には問題がある

プログラム至上主義からの

英語は苦手…でも

（SASユーザー総会から）
EGに関する考察

Examples（事例）
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Q&A

例

SAS 9.2 NLS Reference Guide: KPROPCASE Function
http://support.sas.com/documentation/cdl/en/nlsref/61893

/HTML/default/a003284797.htm

Q

Q

A

Q

Q

A

A

GOPTIONS HTEXT=.8;          /*  */

PROC TREE DATA=treedata HPAGES=2 VAPGES=2;  /*  */
RUN;

例

%LET macv=0;

%LET judge=%SYSFUNC(IFC(&macv=1,TRUE,FALSE));  /* IFC  */
%PUT &judge;

例

DATA sample;

  LENGTH word1 word2 $50;

  INPUT word1 $;

                  /*  */
  word2 = KPROPCASE(word1,'HALF-KATAKANA, 

FULL-KATAKANA');

DATALINES;

;

RUN;

例

FILENAME sastemp 'C:¥test.gif';   /*  */

           /* XMAX=、YMAX=  */
GOPTIONS RESET=ALL DEV=gif GSFNAME=sastemp 

XMAX=50cm YMAX=50cm;

PROC TREE DATA=treedata;

RUN;

例

AUTUMN 2010
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[ 構文 ]

例

[ LRECL= System Option ]
http://support.sas.com/documentation/cdl/en/lrdict/63026

/HTML/default/a003160472.htm

[ Checkpoint Mode and Restart Mode ]
http://support.sas.com/documentation/cdl/en/lrcon/62955/

HTML/default/a000993436.htm#a003133413

PRODUCT DOCUMENTATION SAS Intelligence Platform
http://support.sas.com/documentation/onlinedoc/intellpla

tform/index.html

[Administration Documentation]

 => [System Administration Guide]

[PART4 Backing Up and Restoring Your System]

Q

Q

A

A

A

例

sas -sysin 'c:¥mysas¥myprogram.sas' 

-stepchkpt -steprestart -noworkterm -noworkinit 

-errorcheck strict -errorabend

AUTUMN 2010
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SAS Training
SASトレーニングのお知らせ

AUTUMN 2010

www.sas.com/jp/training/certify/index.html

result1 = ageC + 1;

result2 = name !! ageN;

result3 = ageC > 20;

where ageC > 20;

SAS® Base Programming for SAS® 9と
SAS® Advanced Programming for SAS® 9の日本語版認定試験

概要

data x;

   name = 'yamada';   * ;

   ageC = '30';       * ;

   ageN = 30;         * ;
   result1 = ageC + 1;

   result2 = name !! ageN;

   result3 = ageC > 20; 

run;

data y;

   set x;

   where ageC > 20; 

run;

練習問題

まーくん推奨!受験の心得



17SAS トレーニングのお知らせAUTUMN 2010

解説

   result1 = ageC + 1;

   result2 = name !! ageN;

   result3 = ageC > 20;

NOTE: 

NOTE: 

   where ageC > 20;

ERROR: 

正解：D
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1. SASプログラミング1：必須要素

2. SASプログラミング2：データ加工テクニック

「SAS認定プロフェッショナル バリュー・パッケージ」

www.sas.com/jp/training/certset.html

「SAS認定プロフェッショナル SAS Base Programmer
 for SAS 9ポイント解説講座」

www.sas.com/jp/training/course/cert_seminar.html

「受験チケット」

www.sas.com/jp/training/certify/order.html

おわりに

関連コース・受験チケットのご案内

Base試験対象コースの割引プラン

年内の受講で
受験チケットの
サービス

SASプログラミング1：
必須要素

SASプログラミング2：
データ加工テクニック

資格取得への総仕上げ

SAS® 認定プロフェッショナル　
Base Programmer for SAS 9 
ポイント解説講座

すべてのSAS認定資格試験で有効

購入後1年間有効
1枚からの割引設定
購入時の一括払い

1枚当たりの
定価（税込）購入枚数

年内の受講で
受験チケットの
サービス
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特別トレーニング・コースの開催のご案内

●「医学研究におけるベイズ統計学：SAS9.2による
アプローチ」コース（2日間）

www.sas.com/jp/training/course/bayesian_statistics_sas9.2.html

●「SASによる観察研究データの統計解析【後編】」コース
 （2日間）

www.sas.com/jp/training/course/k_stat_2.html

http://www.sas.com/jp/training/

トレーニング担当
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Latest Releases
最新リリース情報

Windows版                             SAS 9.1.3 / 9.2

64-bit Windows(Itanium)版　　　SAS 9.1.3 / 9.2

PCプラットフォーム

SunOS/Solaris版           　SAS 9.1.3 / 9.2

HP-UX版                        SAS 9.1.3 / 9.2

HP-UX(Itanium）版        　 SAS 9.1.3 / 9.2

AIX版                              SAS 9.1.3 / 9.2

Linux(Intel) 版                SAS 9.1.3 / 9.2

IBM版(OS/390,z/OS)    　　SAS 9.1.3 / 9.2

UNIXプラットフォーム

IBM版(OS/390,z/OS)              SAS 9.1.3 / 9.2

メインフレームプラットフォーム 

SAS Technical News入手
SAS Technical Newsは、右記のURLから入手できます。　　　http://www.sas.com/jp/periodicals/technews/index.html 
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